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ヒ ュ ー ム に よ れ ば 、因 果 性 と は 自 然 界 に お け る 事 物 の 客 観 的 な 原 因 や 原 理 で は

な く 、 人間 が 繰 り返 し 同 じ事 象 や 継 起 的 現 象 を 観 察 ・ 体 験 し た 際 に 生 じ る 心 の

習 慣 が つ く り 出 す 、 主 親 的 な 信 念 や 思 い 込 み に 過 ぎ な い 。 (96宇 )

ス ビ ノザ は 、神 が 自然 を創 造 した の で は な く、す べ て の 自然 そ の もの を神 の 現

れ と して 提 え る とい う汎 神 論 的 な 自然 観 を と っ た (神 即 自然 )。 そ して 、全 自然

を 「永 遠 の 相 の 下 に 」 捉 え 、 必 然 性 の 下 で と らえ よ う と した ぅ (99宇 )

通 常 、私 た ち は 、 目 の 前 の 対 象 (物 自 体 )を あ り の ま ま に 認 識 し て い

て い る 。 しか し 、 カ ン トに よ れ ば 、私 た ち が 何 か を 認 識 す る 除 に は 、感

て 得 た 素 材 が 、悟 性 に よ る ア プ リ オ リ な 概 念 や 形 式 に よ つ て 構 成 さ れ る

事 物 の 客 盪 的 認 識 は 、人 間 の 主 観 (心 )の 働 き に 従 つ て 構 成 さ れ る こ と

る 。つ ま り 、認 識 が 対 象 に 従 う の で は な く 、対 象 が 認 識 に 従 うの で あ る 。

「 コ ベ ル ニ ク ス 的 転 回 」 と 呼 ぶ 。 (196宇 )
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問 1 明六社は,明治 6(1873)年に森有礼の呼びかけで結成され,西周、津田真道のほ
か,加藤弘之、福沢諭吉、中村正直、西村茂樹らが参加した。封建的な一夫多妻を批

判して男女平等の考えに基づく一夫一婦制を唱えた森の「妻妾論」に代表されるよう

に,機関誌『明六雑誌』を通じて西洋近代の思想や知識が紹介された。 (145宇 )

問 2 ミルは,快楽を量的に計算できるとするベンサムの考え方を批判し,快楽に質的な
違いがあることを認め,人間として,質の低い感覚的快楽で満足するのでなく,質の

高い精神的快楽を求めるべきだと説いた。 (94字 )

関 3 理気二元論に立つ朱蕉によると,気が万物を構成する物質的要素であるとするのに
対し,理は万物の一切を貫き万物に宿り万物を成り立たせる原理であり,先天的に賦

与される人間の本質である性も理であると捉えた。 (98宇 )

問 4 (dl

問 5 1891年 ,キ ジスト教徒である内村鑑三が,勤務先の第一高等中学校における教育勅

語の奉読式で,教育勅語の天皇の署名に対して深く礼をしなかつたことが不敬である

とされて退職に追い込まれことが社会問題化した。 (98宇)


